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次年度に向けて

①【安心・安全な学校づくり】
ヒヤリ・ハットの発信、よくない情報
ほど早く共有することを通して、い
じめ・不登校の未然防止に取り組
む。（気づく）  

教
頭

〈努力指標〉
ヒヤリ・ハットを発信し
たり、よくない情報ほ
ど早く共有するように
している。

ヒヤリ・ハットを発信したり
良くない情報をほど早く全
体で共有するようにして
いる。

<教職員アンケート>
Ａ：＋評価95％～　
Ｂ：85％～　Ｃ：75％～
Ｄ：75％未満

T９６

教職員の危機管理意識
を高めていくために、報連
相を日々確実に行い、情
報共有を図っている。

A

特になし 児童の安心安全を大前提に
学校全体で見守り、諸問題
の未然防止のための情報収
集・共有(報連相の徹底）を
各委員会で迅速かつ的確に
対応・発信を行い、個に応じ
た教育支援体制を継続して
進めていく。

T９６ A

特になし 学校内外を含む生徒指導
上あるいは個別に支援を要
する児童に対する支援体
制を組織的に行うことがで
きている。常に学校全体で
チームで対応できるため
に、報連相を徹底し情報共
有することなど、安全安心
の学校づくりに必要な危機
管理意識の育成を図ってい
く。

②【ＧＩＧＡスクール構想の推進】
校内研修推進リーダーを推進役と
して、年間計画に基づき教職員のＩ
ＣＴ活用指導力のスキルアップを進
める。（関わる）

教
頭

〈成果指標〉
校内研修会を計画的
に開催し、基本操作
に慣れながら、１日２
回以上クロームブック
を活用する授業を
行っている。

1日２回以上クロムブック
を活用した授業実践を
行っている。

<教職員アンケート>
Ａ：＋評価95％～　
Ｂ：85％～　Ｃ：75％～
Ｄ：75％未満

T７０

年間計画に沿って校内研
修会を開催するとともに、
教職員の活用回数や経
験値を高める取り組みを
進めている。

D

休校に備え
て児童がタ
ブレット端
末を活用で
きるように
しっかり対
応を進めて
ほしい。

教職員のスキルアップを優
先し、授業での活用等を推
進リーダーを中心に２学期
以降も継続して進めていく。
２学期末までに教師アン
ケート９５％の達成に向けて
校内研修会を行い授業実践
に活かしていく。

T８１
C

児童のタブ
レットの活用
の充実をさら
に進めてほし
い。

児童のタブレット端末のス
キルアップは計画的に進ん
でいる。教職員の授業での
活用実績は目標達成でき
ていない。次年度に向けて
タブレット端末及び電子
ボードを活用した授業実践
の交流やミニ研を継続し、
より有効な活用技術を身に
つけていく。

②【業務改善による学校力の向上】
効率的な会議の在り方、ICT活用に
よる業務改善の工夫により、授業
研究等の時間を生み出し、教職員
のキャリアアップを図る。（関わる）

教
頭

〈満足度指標〉
会議の在り方やICT活
用による業務改善の
工夫により、授業研究
等が充実し、キャリア
アップを図れたと感じ
ている。

ＩＣＴの活用により業務改
善が図られ、授業研究等
の充実が進められてい
る。

<教職員アンケート>
Ａ：＋評価95％～
Ｂ：85％～　Ｃ：75％～
Ｄ：75％未満

T６９

業務改善として、職員会
議のペーパレスや職員打
合せの内容ややり方など
を見直している。

D

保護者との
連絡等、
ICTを活用
できる部分
は積極的
に進めると
よいのでは
ないか

業務の改善や効率化のため
に再度業務全体を見直しを
一層進めていく。タブレット端
末を活用しペーパーレス化
し、会議の内容を精選し回
数を削減したりすることで、
教材研究や学級事務等の時
間確保（働き方改革）につな
げる。

T８９ B

保護者との連
絡でもメール
使用率を考慮
してペーパレ
ス化が図れる
とよい。

２学期以降、会議や打ち合
わせの時間や回数を見直
してきた。タブレットによる
情報共有を進め、ペーパー
レスによる業務の見直しが
進んでいる。業務改善を図
り、キャリアアップの時間を
確保するために、見通しを
持った計画を立て、連絡調
整を図っていく。

③【目標達成に向けた取り組み】
短期PDCAサイクルを積み重ね、目
標達成に向け、協働する。(つなが
る）

教
頭

〈努力指標〉
校務委員会や学年会
で目標達成に向け、
短期PDCAサイクルを
回し、協働している。

校内研修や学年会などの
機会を通して、自己研鑽
の学び合いが出来てい
る。

<教職員アンケート>
Ａ：＋評価95％～
Ｂ：85％～　Ｃ：75％～
Ｄ：75％未満

T１００

校内研修会や学年会を
計画的に実施する中で授
業力向上を組織的に進め
ている。

A

特になし 組織的に授業力向上を図る
ため、既存の会議を減らす
ことや運営の仕方を見直し
て,学年会や教材研究等の
ための時間確保を図ってい
く。 T１００ A

特になし 単に時間を確保をするだけ
でなく、PDCAサイクルを意
識しながら取り組みを提起
している。グランドデザイン
の見直しを図り、より目指
す方向を組織全体で共有
するなかで次年度の準備を
進めていく。

①【深い学びにつながる授業改善】
ゴールの姿を明確にし、見方・考え
方を働かせた授業過程を工夫し、
学びが自覚できる振り返りを行う。

研
究

〈成果指標〉
授業づくりアンケート、
学習の学びへのアン
ケート、重点単元単元
末活用問題の習熟状
況

数学的な（教科の特性を
踏まえた）見方考え方を
働かせ、ゴールの姿を意
識した授業づくりに努めて
いる。

・授業づくりアンケート
・学習の学びアンケー
ト
・重点単元単元末活
用問題の習熟状況

お子さんは、授業中、
落ち着いて学習してい
る。（参観授業から）
お子さんは学年の授
業内容を概ね理解し
ている。

<教・児・保アンケート＞
Ａ：+評価90％～
Ｂ：80％～
Ｃ：70％～
Ｄ：70％未満

T９６
C８４
P９７

教師は、単元で付けたい
力を明確にして授業作り
を行っている。児童の意
識も納得感やより深めて
いこうする意識も高まって
きている。

B

特になし 学年間で単元のゴールを明
確にし、実践を行っていく。
児童が問いを持って主体的
に学ぶために根拠や理由を
問いかけ、深い学びにつな
がる授業設計を行っていく。
児童が考えを発信できるよう
に学年で決めた取り組みを
行い、児童の振り返りから児
童の考えや様子を見取って
いく。

T１００
C85.8
P９５

Ｂ

児童と教師の
ポイントの差
を埋まるよう
な指導をお願
いしたい。

教師は、単元構想を行い一
人１授業を実践を通して、
つけたい力を明確して授業
を行うことの意識が向上し
ている。児童も算数の対し
ての意識は高い。しかし、
教師のつけたい力と児童が
使える力が比例していな
い。教師間、教師と児童間
での主体的・対話的で深く
学ぶことのイメージを共有
し、児童の実態に合わせた
単元構想・授業を行ってい
く。

②【基礎基本の確実な定着】
はくれいタイム等を充実させ基礎基
本の定着を図る。

主
幹

<成果指標）
学期末の漢字・計算
テストで、クラス平均９
０点以上を目標に取り
組む。（漢字まとめテ
ストは練習なしの点
数）

・学期末漢字計算テスト
90％以上

学習した内容がわか
る。

学校は、子どもの学力
向上に努めている。

<期末漢字計算テスト>
Ａ：90点～　Ｂ：80点～
Ｃ：70点～　Ｄ：70点未
満

T漢字８９

　計算９０　

C８９
P９９

現学年で身に付けるべき
基礎基本の内容を定着さ
せるためにくり返し学習に
取り組んでいる。AIドリル
も活用しながら定着を
図っている。

B

特になし 定着を図るためには継続し
た指導が欠かせない。確実
に定着させるために、既習
の問題にくり返し取り組んだ
りしていく。定着具合を検証
しながら、個別の指導もして
いく。

T漢字９０
　計算８７　
C８９
P９７

B

地域と連携し
て学力向上に
取り組むこと
を継続してい
けるとよい。

授業やはくれいタイム、家
庭学習などで基礎力定着
のために取り組んできた。
教師の意識も向上し、全員
にその学年で身につける学
力が定着するために継続し
た指導を行ってきた。次年
度には学校全体で定期的
に基礎力が定着するような
システムを作り組織的に指
導をしていく。

③【家庭学習の習慣化】
家庭学習頑張り週間後に検証テス
トを行い、内容の定着を図る。

主
幹

〈成果指標〉
検証テストでクラス平
均９０点以上を目標に
取り組む。

・検証テスト
平均90％以上

家に帰って、毎日、家
庭学習（宿題）をして
いる。

お子さんが家庭学習
に取り組めるよう声を
かけたり環境を整えた
りがんばりを見つけて
ほめたりしている。

<検証テスト>
Ａ：90点～   Ｂ：80点～   
Ｃ：70点～  Ｄ：70点未
満

T検証テ８８
C９８
P９３

短期の目標を設定して家
庭学習に取り組むように
している。基礎基本の定
着を図るために、教師も
その都度必要な内容を宿
題として出している。 B

特になし 家庭学習は、児童アンケート
からみても定着している。今
後も教師は、基礎基本の力
が身につくように、家庭学習
がんばり週間での宿題の取
り組み方を学年で話し合い、
指導する。また、自ら進んで
学習できるように声をかけて
いく。

T９０
C９６
P９５

A

特になし 家庭学習の充実を図るた
めに質の向上を目指し、が
んばり週間に合わせて検証
テストを行った。次年度から
は、何のために家庭学習を
行うのかを児童にも考えさ
せ、宿題や自学にも取り組
ませていきたい。検証テスト
も定期的に行えるようシス
テムを作り効果的に家庭学
習ができるようにしていく。

④【読書活動の推進】
学校や家庭での読書を積極的に勧
め、読書を楽しむ児童を育てる。

図
書

〈満足度指標〉
本を読むことが楽しい
と感じる。

児童が学校や家庭での
読書に親めるように指導
している。

本を読むことが好き。

お子さんは、家で読書
をしている。
家庭では、お子さんが
読書ができるように配
慮している。

<教・児・保アンケート>　　　
Ａ：90％～   Ｂ：80％～ 
Ｃ：70％～  Ｄ：70％未
満

T８１
C７４
P５８/６５

読書に親しむ機会や時間
を確保しながら、PTAとタ
イアップした取り組みを進
めた。

C

家庭では読
書時間の
確保が難し
い。親も子
もやること
が多く忙し
い状態だと
思える。

児童が読書を楽しむことが
感じられるよう、司書と連携
しタイムリーな書籍の紹介や
委員会活動で取り組み等を
行いながら、図書室の利用
喚起を進める。（８０％）

T９８
C７４
P５９/６７

C

読書は大切な
活動であり少
しでも時間を
取り継続して
取り入れてほ
しい。図書ボ
ランティアの活
動でも工夫を
考えて読むこ
との楽しさを
伝えていきた
い。

読書をすることの良さを伝
えながら、できるたけ読書
の時間を確保していく。司
書との連携を継続し、児童
が本に興味がもてる工夫を
していく。

①【生徒指導の３機能】
年間３回、自分達の成長を実感す
る「めざす学級」の取り組みを行
い、自己有用感の向上を図る。

生
徒
指
導

〈満足度指標〉
「学校生活は楽しい」
と感じている。

授業の中で生徒指導の3
機能を意識した声かけや
関わりをしている。

学校での生活は、楽し
いことが多い。

お子さんは、学校生活
を楽しんでいる。

<教・児・保アンケート>
Ａ：＋評価90％～
Ｂ：80％～　Ｃ：70％～
Ｄ：70％未満

T９６
C９４
P９６

全学級が「めざす学級」の
取組を行い、学期末に自
分達の成長をふり返っ
た。また、各学年１クラス
の代表がクラスの成長を
全校に向け、発信した。 A

定期的に取組をふり返り、子
ども達に成長を意識づけて
いく。また、各学年で決めた
児童を認める声かけを行う
ことで、児童の自己有用感
を高めていく。

T８５
C９３
P９７

B

教師の肯定的回答が減少
したのは、研修等を経て、
生徒指導の３機能を生かし
た取り組みが明確化されて
きたからだと考える。来年
度は、今年度の研修を生か
して、より授業にいかせるよ
うに取り組んでいく。

②【自分や友達の良さを認識する】
「ハッピーレター」の取り組みで、自
分や友達の良さを再認識する。

生
徒
指
導

〈満足度指標〉
「自分にはよいところ
がある。」と思う。

思いやりのある心をはぐく
み、いじめのない学級づく
りに努めている。

「自分にはよいところ
がある。」と思う。

お子さんのよさを折り
にふれて伝えている。

<児･保･教アンケート>
Ａ：＋評価90％～
Ｂ：80％～　Ｃ：70％～
Ｄ：70％未満

T９６
C８７
P９４

行事の後にハッピーレ
ターを取り組むだけでな
く、普段の生活での友達
のよさを見つけることも
行った。

B

子どもたちはとてもよい表情
をしていたので、２学期も同
様に取り組んでいく。

T９６
C８０
P９４

B

児童は、他者のよいところ
は認められるが、自分のよ
さに自信がない、気づいて
いないといったことが考えら
れる。自分のよさに自信が
もてるよう、教師が児童の
よさを認めていく。また、教
師が児童のよさを認めるこ
とを参考に、HLの内容の向
上を図っていく。

①【体力の向上】
主運動に入る前の予備運動や各
種目・領域の段階的指導を行い、
児童の体力向上とケガ防止を図
る。

保
健
主
事

<成果指標>
・体育時のけがの割
合
・提案された予備運動
や段階的指導をおこ
なった教師の割合

・保健室来室状況結果
・提案された予備運動や
段階的指導をおこなった
教師の割合

運動や遊びの中で、
元気に動いていること
が多い。

学校は、校内外の安
全指導に努め、事故
防止に配慮している。

<教アンケート>
Ａ：A95％～ Ｂ：+評価
95％～
Ｃ：+評価90％以下　Ｄ：
90％未満

T９６
C９１
P９５

年間指導計画をもとに単
元に入る前に職員向け、
児童向けに段階的指導
資料や学習カードを配布
し安全に留意した学習計
画を立ててもらった。

A

特になし ２学期以降も体育授業の安
全面の配慮、段階的な指導
法を全職員共通理解のもと
行うことで、ケガの予防・体
力アップにつなげていきた
い。

T１００
C８９
P１００

B

特になし 体育授業の安全面の配慮
や、段階的な指導を全校共
通で行うことで、児童は大
きなケガなく、自分にあった
方法で授業に取り組むこと
ができるようになった。今後
も学習カードや映像資料等
を工夫し安全で段階的な指
導が行われるようにしてい
きたい。

②【健康な体づくり】
感染症・熱中症対策、避難訓練等
で児童自らが判断して命を守る行
動ができる指導を行う。

保
健
主
事

<努力指標>
新型コロナウイルス感
染症を予防するため
の行動を自分で考え
てできている。

新型コロナウイルス感染
症を予防するための行動
を自分で考えてできるよう
指導している。

病気（コロナウイルス）
やけがをしないよう考
えて学校生活が送れ
ている。

学校は、子どもたちの
体力向上・健康づくり
に努めている。

<児・教・保アンケート>
Ａ：85％～　Ｂ：80％～
Ｃ：70％～　Ｄ：70％未
満

T１００
C９２
P９５

保健委員会児童のテレビ
放送・掲示物の工夫等、
様々な形式で感染症予防
を全校に広め、共通実践
をした。

A

特になし 全校で換気・マスク着用・手
洗い消毒を今後も徹底して
いけるよう学年で意識を高く
もった感染症対策を計画・実
行していきたい。 T１００

C９２
P９６

A

感染症対策に
ついては、正
しい理解や知
識、評価をも
とに柔軟に対
応を考えても
良いのではな
いか。

換気・マスク着用・手洗いの
効果を視覚化したり数値化
し全校に発信することで、
感染症対策への意識がよ
り高まった。また各クラスの
実態に応じて具体的な取り
組みを考える等、主体的な
感染症対策を実践すること
ができた。今後も感染症対
策の取り組みを工夫して継
続していきたい。

③【望ましい食習慣の形成】
好き嫌いせずに給食を食べる児童
が増える食育指導を工夫する。

保
健
主
事

<努力指標>
給食を好き嫌いせず
に食べている。

食育の指導(資料に沿っ
た給食目標指導等）を計
画的に行っている。

朝ごはんを毎日ちゃ
んと食べている。
給食は残さず食べて
いる。

お子さんは、平日はだ
いたい決まった時間に
起きて、朝ごはんを食
べている。

〈児・保・教アンケート〉
Ａ：85％～　Ｂ：80％～
Ｃ：70％～　Ｄ：70％未
満

T９６
C８１
P９９

給食時間の全校放送や
学級指導用資料としてぱ
くぱくだよりを配布するな
ど学級担任と連携して食
育指導を行った。

B

特になし 食生活アンケートの結果か
ら、おやつの摂取状況や朝
食の内容、好き嫌いについ
て、児童の実態を踏まえた
食に関する指導を展開して
いく。

T９２
C８１
P９８

B

無理強いする
ことなく進めて
ほしい。

学校全体で組織的に食育
がさらに推進していくよう、
細やかな指導の工夫を継
続していきたい。また、食に
関する指導の事後指導で、
家庭と連携することにるよ
り、学習内容を定着させる
とともに児童の残さず食べ
る意識の向上を図りたい。

①【基本的生活習慣の確立】
家庭でのネットやゲームのきまりを
児童とともに考え、きまりを守ること
を意識づけることで規則正しく生活
する児童の育成を図る。

生
徒
指
導

〈努力指標〉
家庭でのネットやゲー
ムのきまりを守り、規
則正しい生活ができ
ている。

ネット社会の危険な部分
を伝え、情報モラル教育
の推進に努めている。

「ネットのルール」を守
り、テレビやゲーム・
ネットの時間が長くな
らないように気をつけ
ている。

家庭では「ネットの
ルール」を守り、ＴＶや
ゲーム・ネットの時間
が長くならないように
気をつけている。

<教・児･保アンケート>
Ａ：＋評価90％～
Ｂ：80％～　Ｃ：70％～
Ｄ：70％未満

T９６
C８０
P８５

３～６年生にアンケートを
とり、児童会を中心に、寺
井小独自のネットのきまり
を作成し、きまりを守るよ
う意識づけた。

B

ネットルー
ルについて
は、家庭で
の取り決め
が大切であ
る。様子を
見ながら連
携をとり対
応してほし
い

ネットのきまりを意識できる
よう、児童会から１０月と１２
月に声かけを行うなど、意識
づけていく。

T９３
C８０
P８６

B

どうしてきまり
守れなくなっ
たのか、原因
を探りながら
取り組みを進
めるとよい。

児童会を中心に、定期的に
児童の実態を把握し、「寺
井小ネットのきまり」を守る
ように声をかけたことは効
果的であった。さらに、児童
にきまりを守る意識をもって
もらうために、児童会を中
心に定期的に声掛けを行う
ことを継続していく。

②【開かれた学校づくり】
学校運営協議会と連携しながら、
学校教育活動を家庭や地域に積
極的に発信し、開かれた学校づくり
に努める。

教
頭

〈努力指標〉
学校だよりやホーム
ページなどで、教育方
針や教育活動を積極
的に保護者に伝えて
いる。

学校は、ホームページや
学校だより等で、教育方
針や学校教育活動などを
保護者に伝えている。

家庭では、ホームペー
ジや学校だより等をみ
て、教育方針や学校
教育活動などについ
て理解している。

<保･教アンケート>
Ａ：＋評価90％～
Ｂ：80％～　Ｃ：70％～
Ｄ：70％未満

T９６
P９７

ホームページや学校便
り、学級だよりなどで学校
の様子を定期的に伝えて
いる。

A

今後も学校
の要望を受
け協力して
いきます。

学校運営協議会との連携を
大切にしながら、１５０周年
の事業に向けての活動も含
め、今後も開かれた学校づく
りを推進していく。

T１００
P９８

A

地域教育とい
う視点で、もっ
と九谷焼を活
用するとよい。
地域保護者が
学校の教育活
動に参加する
ことで開かれ
た学校に向
かっていると
感じる。

学校運営協議会のみなら
ず地域、保護者のサポート
を受けながら、学校運営が
進められている。学校運営
協議会と連携をとりながら、
次年度も学校のサポートし
ていただきながら、１５０周
年事業も含めた取り組みを
充実発展させていく。

令和３年度　　能美市立寺井小学校　学校評価　【最終評価】　　
重点目標
（めざす

姿）

1

組
織
的
な
学
校
運
営

2

知

（
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
子

）

3

徳

（
よ
さ
を
見
つ
け
る
子

）

児童が互
いによさを
認め合うこ
とは大切で
ある。今後
も取り組み
を継続し、
自己肯定
感や自己

有用感を持
たせられよ
うにお願い
したい。

コロナ渦で人
間関係の疎く
なってきたこと
が影響してい
るのか。人だ
けでなく、社会
や物事につい
てもポジティブ
に考えること
ができるよう
になったらい
い。HLの取組
そのものの評
価を行うとよ
い。

4

体

（
自
分
の
命
を
自
分
で
守
る
子

）

5

家
庭
・
地
域
と
の
連
携
協
働


